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 ≪統一論題≫ 

「現代資本主義のゆくえと経営」 
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経営学史学会第 31 回全国大会プログラム 
5 月 26 日（金） 
16:00 運営委員会 

17:00 理 事 会 
                         

5 月 27 日（土） ワークショップ：90分(報告 20分×3、質疑応答、討論30分) 
統一論題報告170分(報告 30分×2、討論15分×2、質疑応答40分×2) 

10:10 入室開始 
 

開 会・基 調 報 告 
 

10:30 

 

10:35 

 

 

11:05 

開会の辞   

第 31回全国大会実行委員長 岩田 浩（龍谷大学） 

基調報告 

報告者 梶脇裕二（龍谷大学） 
論 題：「「現代資本主義のゆくえと経営」を考えるー資本主義の変化をみながらー」 

司会者 藤井一弘（青森公立大学） 

 ワークショップ  

11:10 

 

12:40 

 

テーマ：「国際学会で研究発表する」 

ファシリテーター 磯村和人（中央大学） 

報告者     間嶋  崇（専修大学） 

報告者     高尾義明（東京都立大学） 

報告者     磯村和人（中央大学） 

12:40 

13:30 
昼 食・理事会 

統 一 論 題 1 

13:30 

(報１) 

14:00 

(討１) 

14:15 

(質１) 

14:55 

 

(休) 

 

15:05 

(報２) 

15:35 

(討２) 

15:50 

(質２) 

16:30 

司会  坂本雅則（龍谷大学） 

 

(第一報告)  

報告者 高橋公夫（関東学院大学）    

論 題：「これからの資本主義と経営目的―個別資本の３循環と目標管理経営―」 

討論者 上林憲雄（神戸大学） 

  

 

 

(第二報告) 

報告者 中川誠士（福岡大学） 

論 題：「科学的管理は「資本主義的生産様式のあからさまな表現」か？」 
討論者 高橋哲也（日本大学） 

16:40 

17:40 
会員総会 

 
 



5 月 28 日（日） 自由論題報告55分(報告 25分、質疑応答30分) 
統一論題報告170分(報告 30分×2、討論15分×2、質疑応答40分×2) 

09:10 入室開始 

 

   自 由 論 題  
 Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 
 

09:30 

 
 
 
 
 
 

10:25 

報告者：林 徹 

（長崎大学） 

タイトル：「フォレットの後続

研究：バーナードとワ

イク」 

 

 

チェア：西村香織 

（九州産業大学） 

報告者：髙山 直 

（北陸大学） 

タイトル：「経営学における生

産性概念と豊かさをめ

ぐる批判的検討：脱成長

社会と節度ある豊かさ

へ向けて」 

チェア：藤沼 司 

（青森公立大学） 

報告者：米田 晃 

（神戸大学大学院） 

タイトル：「人的資源概念の批

判的検討―Reflexive 

Management Studies 

へ向けて―」 

 

チェア：山縣正幸 

（近畿大学） 
 

10:35 

 
 
 
 
 
 

11:30 

報告者：浅井希和子 

 （園田学園女子大学） 

タイトル：「『“Artificial”の科

学』の現代的意義̶̶

H.A.Simon のシステム

論再考」 

チェア：山下 剛 

（北九州市立大学） 

報告者：藤川なつこ 

（神戸大学） 

タイトル：「組織化における信

頼の機能と逆機能 ̶

リスクの生産と分配の

視点から̶」 

チェア：柴田  明 

（慶應義塾大学） 

  

11:30 

12:30 
昼 食・理事会 

統 一 論 題 2 

12:30 

(報３) 

13:00 

(討３) 

13:15 

(質３) 

13:55 

 

(休) 

 

14:05 

(報４) 

14:35 

(討４) 

14:50 

(質４) 

15:30 

 

司会  石嶋芳臣（北海学園大学） 

 

(第三報告) 

報告者 辻村宏和（中部大学） 

論 題：「「経営(者育成)教育」学派を確立する意義─“８番目の課題性”「育成(指導)性」の可否─」 

討論者 三井 泉（園田学園女子大学） 

 

 

(第四報告) 

報告者 山口隆之（関西学院大学） 

論 題：「フランスの社会的連帯経済と欧州の動向」 

討論者 風間信隆（明治大学） 

 

大 会 総 括・閉 会 

15:35 

15:40 

大会総括  経営学史学会理事長        藤井一弘（青森公立大学） 

閉会の辞  第 31回全国大会実行委員長  岩田 浩（龍谷大学） 



 

経営学史学会第31回全国大会 参加要領 

 

（１）Zoom URL、ミーティング ID、パスワード、資料格納ドライブへのアクセス情報は別

途ご連絡差し上げます。 

（２）参加費は無料です。 

 

 
 
 

第 31 回全国大会開催のお知らせ 

 

謹啓 

陽春の候、会員の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

すでに「経営学史学会通信」ならびに学会HPにてお知らせしたように、来る5月26日

（金）より28日（日）に龍谷大学を事務局として経営学史学会第31回全国大会を開催いた

します。なお、現在社会的にウイズコロナに向けての動きが進行しておりますが、昨年末

のプログラム企画段階では感染症終息の見通しが立たない状況であったため、今回もオン

ラインでの開催になることをご承知おきください。 

 さて、本大会は「現代資本主義のゆくえと経営」という統一論題のもと４つの報告を設

定しております。各報告での議論を深めるべく、今回はシンポジウム形式での討論を取り

止め、その分、質疑応答時間を長めに取ることにしました。また、27日（土）には「国際

学会で研究発表する」というテーマのワークショップを設けました。 

オンライン開催のため、使用上さまざま制約があり、何かとご不便をおかけするかと存

じますが、実り多き大会にできるよう、全力で努めて参ります。３年連続でのオンライン

開催ということになりますが、実行委員会関係者一同、できるだけ多くの会員の皆様のご

参加を心よりお待ち申し上げております。 

敬白 

 

第 31回全国大会実行委員長 

岩 田 浩 
 
 
 
 

 
 

経営学史学会 第31回全国大会実行委員会 
【問 合 せ 先】 
経営学史学会第 31回全国大会実行委員会事務局 

〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町 67 

龍谷大学 経営学部 梶脇 裕二研究室 

E-Mail：31.gakushi.jikkouiinnkai.2023@gmail.com 
 
 
 
 
 
  


